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✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰ 

20２０.０９.01 現在 第四地区現況 （ ）前年比 
世帯数／2,475 戸（108.3％） 人口／2,7４５人（９９．３％） 

 

要避難援助者の避難を援助する 

要避難援助者援助のマニュアル完成 

第四地区に 
「警戒レベル３（避難準備：高齢者等の避難に時間を要する人は避難開始）」 

が発令されたとき 

事
前
に
登
録
さ
れ
た 

被
避
難
援
助
者 

避
難
を
援
助
し
て
欲
し
い
人 

事前に指名されている 

避難援助者 
被避難援助者の避難を 

援助する人 

 
● 

● 

● 

被避難援助者１人につき

避難援助者は最低３名指

名します 

複数の援助者の中で
最も早く駆け付けら
れる援助者が被援助
者宅に駆けつけます 

被避難援助者

宅に駆け付け

た援助者は、

被援助者を避

難場所まで誘

導します 

避 

難 

場 

所 

加
茂
小
、
信
大
教
育
学
部
グ
ラ
ン
ド
、
ひ
ま
わ

り
公
園
、
西
部
中
、
長
商
、
又
は
近
隣
の
安
全

な
場
所 

 

被避難援助者の属性等は 
個人情報保護法上、公開 
できません。 

警戒レベル３解除後は、避難援
助者が避難している場所まで
お迎えに行きます。 避難援助者は被避難援助者１人につき各町役員、防災士、

安全部会員、民生委員、消防団員等を最低３名指名します。 

 

昨
年
は
台
風
１
９
号
の
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
同
じ
昨
年
に
は
、

⻑
野
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

見
直
さ
れ
、
従
来
は
な
か
っ
た
裾

花
川
が
想
定
に
含
ま
れ
た
た
め
、

第
四
地
区
が
浸
水
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
目
の
当
り
に
し
、

裾
花
川
に
氾
濫
と
浸
水
の
危
険
が

迫
っ
た
と
き
に
、
自
力
歩
行
が
困

難
な
方
を
避
難
さ
せ
る
方
策
を
確

立
し
よ
う
と
、
関
係
者
間
で
議
論

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
議
論
開
始

か
ら
約
１
年
、そ
の
間
、中
断
も
あ

り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
言
え
る
物
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ま
に
お
伝
え

し
ま
す
。 

 

今
回
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

裾
花
川
が
増
水
し
、氾
濫
の

恐
れ
が
高
ま
り
、第
四
地
区

を
含
め
た
地
域
に
、高
齢
者

等
の
避
難
に
時
間
を
要
す

る
人
の
避
難
開
始
を
促
す

「
警
戒
レ
ベ
ル
３
」が
発
令

さ
れ
た
と
き
に
限
っ
た
も

の
で
す
。 

 
今
後
は
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も

と
に
、
避
難
援
助
し
て
欲
し
い
人

と
、
避
難
援
助
を
す
る
人
を
各
町

で
指
名
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
が
発

令
さ
れ
た
時
に
備
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

本
紙
２
〜
３
ペ
ー
ジ
で
は
、
裾

花
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水
が

ご
自
宅
の
ど
の
部
分
ま
で
及
ぶ
か

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

第
四
地
区
の
各
地
の
標
高
を
表
に

し
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。 

世帯数／令和２年度世帯数調査による 
人 口／長野市企画課統計資料による 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

裾花川を知り、裾花川に 
正しく向き合いましょう 

 右ページの表は、長野県・長野市が公式に使用する株式会社パルコ作成の地図
を基に作成しました。ご自宅の標高を知り、裾花川が氾濫した時の避難場所を特
定する際の参考にするなどとしてご利用下さい。ただし、文中の算出式、見解等は学術的な

裏付けがあるものではなく、第四地区住民自治協議会事務局が作成したものであることをご承知下さい。 

 

越 水 想 定 場 所：長野保健所前の裾花川堤防 

越 水 箇 所 の 標 高：約３７２ｍ 

越水した場合の水面標高：約３７４ｍ（想定値） 

ご自宅の標高が３７４ｍ未満の方は浸水する恐れがあります。例えば自宅の標高が３６８ｍ

の場合、「３７４ｍ－３６８ｍ＝６ｍ」が浸水予想ですが、この想定は、水位面標高は広範囲にわ

たって同じであり、下流に行くほど水位面標高が低くなるという水の流れを考慮していませ

んので、全てこれがあてはまるものではありません。 

千年に１回の降雨があり、裾花川の氾濫の危険性が迫った時は、標高３８０ｍ程度の場所に

避難しましょう。ただし、２階建て以上の建物の２階は、一般的に１階より２．５ｍ高いとされて

います。自宅が３７４ｍ未満でも２．５ｍ以上高い２階以上の階に避難すると標高が３７５ｍ以
上になる場合は、２階以上に避難することも選択肢に含みましょう。 

第四地区周辺の洪水時の長野市指定避難場所と標高 
加茂小学校（３９５ｍ）、信大教育学部グランド（３９４ｍ）、ひまわり公園（３８０ｍ）、 

西部中学校（４００ｍ）、長野商業高校（３９０ｍ） 
 
 

第
四
地
区
の
西
端
を
流
れ
る
裾
花
川
は
、

戸
隠
連
峰
の
高
妻
山
を
源
に
、
丹
波
島
橋
付

近
で
犀
川
に
合
流
す
る
約
５
０
㎞
の
信
濃

川
水
系
の
一
級
河
川
で
す
。 

現
在
の
長
野
市
街
地
は
、
県
庁
付
近
を
扇

頂
と
し
た
扇
状
地
で
あ
る
た
め
、
度
々
水
害

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
現

在
の
県
庁
付
近
か
ら
南
に
流
れ
る
形
に
裾

花
川
の
流
路
変
更
が
さ
れ
ま
し
た
。 

流
路
変
更
後
し
ば
ら
く
大
き
な
洪
水
は

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
２
４
年
９

月
２
３
日
に
九
反
付
近
と
、
裾
花
橋
付
近
、

岡
田
町
付
近
の
３
か
所
の
堤
防
が
決
壊
し
、

長
野
駅
か
ら
川
合
新
田
付
近
ま
で
浸
水
す

る
と
い
う
洪
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
こ
の
時
、
第
四
地
区
に
は
被
害
は
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
水
害
を
機
に
ダ

ム
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
裾
花
ダ
ム
が
、
昭

和
４
４
年
に
完
成
し
ま
し
た
。 

平
成
７
年
７
月
１
１
日
か
ら
１
２
日
に
か

け
て
、
長
野
市
周
辺
を
豪
雨
が
襲
い
、
裾
花

ダ
ム
付
近
で
２
０
９
㎜
の
降
水
が
あ
り
、
裾

花
ダ
ム
と
奥
裾
花
ダ
ム
で
は
流
れ
込
む
水
の

量
を
調
整
す
る
洪
水
調
節
機
能
が
発
揮
さ

れ
た
た
め
、
堤
防
越
水
ま
で
に
は
至
ら
ず
に

収
ま
り
ま
し
た
。
も
し
こ
の
時
、
２
つ
の
ダ
ム

が
な
か
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
県
庁
付
近
の

水
位
は
１
ｍ
ほ
ど
高
く
な
り
、
越
水
し
た
可

能
性
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
こ
の
部
分
の
堤
防
は
か
さ
上
げ
さ

れ
た
の
で
、
越
水
す
る
危
険
性
は
極
め
て
低

く
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
た
ち
が
住
む
第
四
地
区
は
、
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
土
砂
災
害
（
土
砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
土

石
流
等
）
の
危
険
性
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
令
和
元
年
に
、
千
年
に
１
回
発
生

す
る
可
能
性
の
あ
る
降
雨
予
想
を
基
に
作

成
し
直
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
裾
花
川
が
増
水
し
た
場
合
、
第
四
地
区

の
殆
ど
の
場
所
が
浸
水
す
る
ピ
ン
ク
、
黄
色

等
の
色
が
付
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
裾
花
川
流
域
に
千
年
に
１
回 

 

の
豪
雨
が
襲
い
、
平
成
７
年
７
月
の
豪
雨

の
際
、
あ
と
数
十
㎝
で
越
水
の
危
険
性
が

あ
っ
た
場
所
（
長
野
保
健
所
前
付
近
）
で
越

水
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
今
お
住
い
の

ご
自
宅
が
ど
の
程
度
浸
水
す
る
か
を
推
量

す
る
た
め
に
、
第
四
地
区
各
所
の
標
高
を

一
表
に
し
ま
し
た
。 

 

裾
花
川
の
氾
濫
を
む
や
み
に
恐
れ
る
こ

と
な
く
、
確
か
な
情
報
を
確
認
し
て
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

  

水面標高３７４ｍ 越水箇所を保健所前と想定 

保健所前の道路 

標高３７２ｍ 

千年に１回の降雨とは「裾花川全流域で２４時間に６６０mm 以上の降雨」

長野市の過去最大降水量は１時間／５７㎜、１日／１６４㎜、１月／３６４㎜です。 



 

※標高３７４ｍ未満地は青字で表記しました 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

第四地区の主な場所の標高 
町 名 地 点 名 標高（ｍ） 町 名 地 点 名 標高（ｍ） 

諏訪町 鳴子清水 ３７５．１ 妻 科 裾花台遊園地前（新諏訪） ３９１．２ 

〃 旧小島病院 ３７０．５ 〃 中部勤労青少年ホーム ３８６．９ 

西後町 長野税務署 ３６９．８ 〃 すき亭販売所 ３８４．２ 

〃 後町ｷｬﾝﾊﾟｽｸﾞﾗﾝﾄﾞ ３６９．５ 〃 うるおい館 ３７８．８ 

〃 西後町公民館 ３６８．９ 〃 長商グランド ３８９．９ 

〃 寿町通り ３６７．８ 〃 日興商事ビル ３７１．６ 

県 町 市立図書館前交差点 ３７６．７ 〃 信大あけぼの寮 ３８９．７ 

〃 犀北館ホテル ３７１．５ 〃 つましな保育園 ３９０．５ 

〃 旧第四分館 ３７７．８ 〃 妻科公民館 ３８１．８ 

〃 県土地改良会館 ３７３．６ 〃 妻科神社南側道路 ３７９．１ 

〃 北野建設本社 ３７０．５ 〃 八十二銀行研修所 ３７７．２ 

〃 信用保証協会 ３６９．９ 〃    〃   南側道路 ３７４．３ 

〃 長野県労働金庫 ３７０．５ 〃 県庁西庁舎 ３７２．２ 

南県町 県合同庁舎 ３６９．５ 新田町 もんぜんぷら座 ３６６．４ 

〃 昭和通り南県町交差点 ３６８．１ 〃 ＮＴＴ新田町ビル ３６５．８ 

〃 中央郵便局 ３６６．９ 〃 長野県信用組合本店 ３６６．９ 

〃 徳永町通り中ほど ３６７．８    

〃 南県町公民館 ３６７．７    

第
四
地
区
の
い
い
人
さ
ん

紹 

介 

コ
ー
ナ
ー 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
第
四
地
区
に

お
住
い
で
、
推
薦
の
あ
っ
た
「
い
い
人
さ

ん
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
妻
科
に
お
住
い
の
寺
島 

安

子
さ
ん
（
６
９
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

寺
島
さ
ん
は
今
か
ら
２
０
年
前
、
八
幡

川
の
堤
に
初
め
て
菊
を
植
え
、
そ
の
後
、

妻
科
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
し
た
「
白
岩
の

会
」
が
で
き
、
こ
の
周
辺
を
花
で
一
杯
に

す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
数
年
前

に
同
会
は
解
散
し
ま
し
た
。
寺
島
さ
ん

は
こ
の
会
の
意
思
を
引
き
継
い
で
、
今

日
ま
で
一
人
で
花
を
育
て
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
白
岩
の
会
の
活
動
を
引
き
継

い
だ
形
の
ポ
タ
ジ
ェ
ガ
ー
デ
ン
も
整
備

さ
れ
、
こ
の
付
近
を
訪
れ
る
人
も
増
え

て
き
ま
し
た
。 

 

「
毎
日
の
水
や
り
は
苦
労
で
す
が
、
花

を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
喜

ぶ
の
を
見
る
と
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
す
」

と
に
こ
や
か
に
お
話
し
し
て
く
れ
る
寺

島
さ
ん
で
す
。 

 

し
か
し
最
近
、
花
が
綺
麗
に
咲
く
頃
に

な
る
と
、
何
者
か
が
花
を
切
り
取
っ
て
持

ち
去
る
こ
と
が
頻
発
し
ま
し
た
。
悲
し

ん
で
い
る
寺
島
さ
ん
の
姿
を
見
た
近
所

の
方
が
「
花
を
と
ら
な
い
で
」
の
看
板
を

立
て
て
く
れ
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

散
歩
が
て
ら
に
寺
島
さ
ん
の
花
を
見

に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

場
所
は
、
県
庁
西
側
の
裾
花
側
の
堤
を

上
流
に
３
０
０
ｍ
程
行
っ
た
所
で
す
。 

【
第
四
地
区
に
お
住
い
の
、
い
い
人
だ
な
、

と
思
う
方
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
】 

写真① 

花の手入れをする寺島さん 

 

写真② 

近所の人が立ててくれた看板 

 

写真３ 

丹精込めて育てられている花々 

①  ③  ②  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂正とお詫び 

前号（２０２０年６月号）２ページ「令和２年度第四地区住民自治協議会評議委員等名簿」の【総務部会】に『仁
科 秀雄様（南県町区長）』の記入を漏らしてしまいました。訂正するとともに、関係の皆さまにご迷惑をおかけ
致しましたことを深くお詫び申し上げます。 

 前号（令和２年６月号）でお知らせしました「裾花河畔にマレットゴルフ場を造る計画」の、現在の進捗状

況をお知らせします。 

 裾花川のような一級河川の河川敷は国の管理下に置かれ、国に代わって県が管理しています。一級河川

の河川敷を公共団体ではない住民自治協議会のような者が借り受けるためには、管理者である県に対し

て、第四地区住民自治協議会という団体が、永続的に維持・管理ができるかを見極めるため等の膨大な

書類を提出し、審査を経て、許可を受けなければなりません。このための書類の準備等を着々と進め、全

ての書類が整ったため、８月下旬、県に正式申請を致しました。認可は年内にも下りると思われます。 

河川敷を借り受けるということは、借り受けた場所の全てを、借り受け人が県に代わって整備、管理す

る義務が生じます。今回、借り受ける面積は約４５００㎡と広大なものなので、この広大なところを永続的

に維持・管理していくためには、住民の皆さまの絶大なご協力を頂かなければなりません。そのために、維

持管理団体でもある「第四地区ＭＧ愛好会（仮称）」を設立し、マレットゴルフをこよなく愛する方、これか

らやってみようかな、という地域の皆さまに入会頂き、会員の皆さまの協力で維持・管理をして参らなけ

ればなりません。会員の皆さまの草刈りなどの環境美化事業に対する県からの補助金を運営資金とし、

住自協・区からの資金援助がなくても運営できる仕組みを目指します。 

借り受け初年度は、数ホールのコースを整備し、利用人員、維持・管理の状態等を見極めたうえで、段階

的にホール数を増加させ、最終的には１８ホールのコースを造る計画です。 

この事業をスムースに進めるためには、何と言っても住民の皆さまの協力が必要です。 

裾花川河川敷で伸び伸びとマレットゴルフを楽しみながら美化活動を行うというこの事業にご賛同頂

き、絶大なるご協力をお願い申し上げます。 

なお、詳細は決まり次第、地域の皆さまにお伝えして参りますので、今後の情報にご期待下さい。             

 

第四地区住民自治協議会 会長 横田 悦二郎 
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